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５ 陳情の要旨 

2016年に選挙年齢については、20歳より 18歳に引き下げられ、民法における成

人年齢を 20歳から 18歳に引き下げる改正案が 2018年 6月に成立した。 

この改正により、現在各地方自治体で開催されている 20 歳での成人式の式典が

18歳を対象に変更される可能性がある。祝日法で定められている１月第２月曜日で

ある成人の日に式典が行われると、対象年齢の 18 歳の多くは大学受験を前にした

時期でもあり、センター試験と重なり式典などへの参加減少が見込まれ、式自体が

衰退することが懸念される。 

現在、成人式の式典は、成人の日もしくはその前日、または豪雪等の地域事情に

より春休みお盆などの日程で各地方自治体の主催で開催されている。１月に開催さ

れる成人式において女性は振袖、男性は羽織袴など和装で式典に参加する習慣が定

着しており、七五三の祝と同様に、日本における和装文化に触れる重要な機会とな

っている。 

しかし、成人式の式典が 18 歳対象となったと仮定すると、受験期でもあり和装

を着用して地域の多くの成年が一堂に集う習慣がなくなることが懸念され、これに

より人生において唯一に近い和装に接する機会を失うことになりかねない。長い歴

史を持ち日本の伝統文化といえる和装の衰退にもつながることが大きな問題点と

して憂慮される。 

このため、民法による成年が、18 歳に引き下げられたことに全く異議はないが、

飲酒などの制限は 20歳のままであるため、すべての規制がなくなる 20歳を対象に、

「はたちの記念日」として、現行通り二十歳（はたち）での成人式の式典の開催を

加西市が先駆けて決定するとともに、県内自治体への働きかけをお願いしたい。 

これにより、日本の伝統的な和装文化に触れ、成年の自覚を持って社会に参画し、

社会もそれを祝うことにより、更により良い社会の実現に寄与するものと考える。 
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